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クラシックファンのためのコンサート
大阪倶楽部 ４階 ホール 午後７時開演2020年 2月13日(木)
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〈プログラム〉

佐竹 裕介 ピアノリサイタル

ベートーヴェン

アレグレット ハ短調 WoO. 53

ハイドン

ピアノ・ソナタハ長調 Hob.XVI/35より第1楽章

ベートーヴェン

ピアノ・ソナタ 第5番 ハ短調 Op.10-1 

７つのバガテル Op.33 より第２番、第５番

《ゴッド・セイヴ・ザ・キング》による
7つの変奏曲 WoO. 78 

・ベートーヴェンの第一回記念演奏会を飾るにふさわしい青年期の作品の
数々、堪能させていただきました。

・ベートーヴェンはどうしても標題のついた曲を聴いてしまいますが、隠
れた名曲があることが分かり、楽しいコンサートでした。

・レクチャーに沿っての演奏、分かりやすかったです。ハイドンの歯切れ
ある曲、良かったです。

・ピアノ単独でこんなにカラフルに演奏出来るのだと全く驚きでした。

・今まで知らなかったベートーヴェンに会えました。これからの１年ベー
トーヴェンシリーズ、楽しみです。

第206回は佐竹裕介氏をお迎えしてピアノリサイタルを行いました。京都市立芸術大学を首席で卒業、
同大学院博士課程を修了され、オーケストラとの共演やリサイタル、アンサンブルピアニスとして活動
されています。８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
今年はベートーヴェン生誕250年にあたり、その記念演奏会の1回目として「ピアノソナタ第5番」や

「７つのバガテル」など初期の作品が演奏されました。ベートーヴェンの生い立ちや作品の特徴、即興
演奏の名手だったことなどの解説と共に聴く演奏はとてもわかりやすく、また彼の作曲の師であった
ハイドンのピアノソナタとの対比も大変興味深いものでした。佐竹氏の誠実味溢れる演奏と解説で、
これまであまり聴く機会のなかった曲を含め、ベートーヴェンの若い頃の名曲の数々 を楽しむ一夜と
なりました。８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８


